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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
七
年
一
月
) 

 
 

 
 

 
 

土
屋 

博 
 

 

 

一
「
箋
註
蒙
求
校
本
字
引 

完
」
石
村
貞
一
校
閲
、
山
口
縣
士
族
平
川
伸
著 

(
文
玉
圃
藏
、
出
版
人
吉
川
半
七
、
明
治
十
四
年
刊
、
一
一
八
丁
) 

古
書
價
格
參
百
圓
也
。
凡
例
に
曰
く
、「
蒙
求
の
書
た
る
や
諸
史
百
家
の
書
を
錯
綜
し
て
篇
を
成
し
或
は
源

文
を
節
略
し
或
は
其
意
を
選
拾
す
。
故
に
大
人
君
子
と
雖
も
其
解
に
苦
む
所
あ
り
。
況
や
少
年
子
弟
に
於
い

て
を
や
」
と
。
冒
頭
は
「
王
戎
簡
要
」、
晋
書
の
列
傳
十
三
に
あ
り
と
。。 

 

二
「
續
學
生
訓
」
大
町
桂
月
著 

(
博
文
館
、
明
治
三
十
五
年
刊
、
定
價
金
貳
拾
五
錢
、
二
四
八
頁
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。「
年
頭
の
辭
」
に
曰
く
、「
語
を
寄
す
少
年
の
士
、
卿
等
は
こ
の
新
年
に
臨
み
て
一

年
の
計
を
な
す
と
共
に
一
生
の
計
を
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
豈
に
徒
に
憘
々
と
し
て
雜
煮
餠
を
食
ふ
の
み

に
し
て
止
む
べ
け
ん
や
」
と
。 

 

三
「
國
文
抄
本 

駿
臺
雜
話 

全
」
上
田
萬
年
編 

(
大
日
本
圖
書
、
明
治
四
十
四
年
訂
正
再
版
、
定
價
金
貳
拾
五
錢
、
一
二
二
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
三
年
。
は
し
が
き
に
曰
く
、
駿
臺
雜
話
は
室
鳩
巢
の
隨
筆
に
し
て
、

そ
の
文
章
は
雅
健
に
し
て
精
細
、
そ
の
載
す
る
所
は
凡
そ
鳩
巣
が
門
弟
に
向
ひ
て
講
學
の
間
に
、
道
德
・
政

治
・
經
義
・
文
學
・
人
物
・
世
事
等
に
つ
き
て
說
話
せ
し
所
を
錄
せ
る
も
の
な
り
」
と
。 

 

四
「
女
學
校
用 

日
本
歴
史
敎
科
書 

上
卷
」
文
學
士
渡
邊
世
祐
編 

(
三
省
堂
書
店
發
兊
、
明
治
四
十
五
年
修
正
再
版
、 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
第
十
八
章
「
國
文
の
隆
盛 

才
媛
の
輩
出
」
よ
り
、「
國
文
は
公
卿
に
も
巧
な
る
人

あ
り
し
が
女
子
に
も
秀
で
た
る
人
多
く
才
媛
の
輩
出
は
こ
の
時
ほ
ど
盛
な
る
は
な
か
り
き
」、「
か
く
も
女

流
の
輩
出
せ
し
は
主
と
し
て
一
條
天
皇
の
中
宮
上
東
門
院
の
心
を
こ
の
道
に
か
た
む
け
ら
れ
し
爲
め
な
り
」

と
。
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
に
」
に
て
話
題
と
な
り
た
る
刀
伊
の
亂
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
。「
京
師

の
人
人
風
流
を
ゆ
め
み
つ
つ
間
に
日
本
海
の
あ
な
た
よ
り
外
敵
あ
ら
は
れ
ぬ
。
マ
カ
ツ
の
一
部
に
刀
伊
と

呼
ぶ
勇
悍
の
民
あ
り
て
後
一
條
天
皇
の
時
に
來
り
て
壹
岐
對
馬
を
お
か
し
民
の
財
寶
を
か
す
め
家
を
燒
き

婦
女
老
幼
を
殺
し
進
ん
で
筑
前
を
お
か
せ
り
。
太
宰
権
帥
藤
原
隆
家
は
こ
れ
を
防
ぎ
い
た
く
敵
を
打
破
り

て
大
に
捷
ち
た
り
き
」
と
。 
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五
「
益
軒
文
鈔 

完
」
光
風
館
編
輯
所
編 

(
光
風
館
藏
版
、
大
正
五
年
訂
正
再
版
、
定
價
金
貳
拾
八
錢
、
一
三
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
四
年
。
冒
頭
は
大
和
俗
訓
よ
り
「
立
志
」。「
學
問
は
ま
づ
志
を
立
つ
る

を
以
て
本
と
な
す
」。 

 

六
「
新
訂 

徒
然
草
抄 

上
級
用 

全
」
文
學
博
士
松
井
簡
治
編 

(
三
省
堂
、
昭
和
五
年
修
正
六
版
、
定
價
金
五
拾
錢
、
一
三
九
頁
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
十
年
。
扉
に
兼
好
法
師
短
册
の
眞
蹟
及
び
兼
好
法
師
壽
像
の
寫
眞
あ

り
、
松
井
簡
治
は
文
久
三
年
生
れ
、
明
治
二
十
三
年
東
京
帝
大
敎
育
科
卒
。
學
習
院
敎
授
を
經
て
東
京
高
師

に
轉
じ
、
昭
和
四
年
以
降
東
京
文
理
大
學
敎
授
。 

 

七
「
新
譯
註
解 

十
八
史
略 

下
」
伯
井
秋
梧
・
小
川
晩
翠
共
譯 

(
立
川
書
店
、
昭
和
十
年
十
七
版
、
定
價
六
拾
錢
、
七
〇
二
頁
) 

古
書
價
格
百
五
拾
圓
也
。
初
版
は
昭
和
二
年
。 

 

八
「
五
名
著
國
文
鈔 

全
」
佐
藤
正
範
編 

(
山
海
堂
出
版
部
藏
版
、
昭
和
十
二
年
訂
正
二
十
七
版
、
定
價
金
六
拾
錢
、
一
六
〇
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
七
年
。
二
度
目
の
購
入
。 

本
居
宣
⾧
の
玉
勝
間
、
松
平
定
信
の
花
月
草
紙
、
村
田
春
海
の
琴
後
集
、
中
島
廣
足
の
橿
園
文
集
、
室
直
淸

の
駿
臺
雜
話
を
收
錄
す
。 

 

九
「
古
事
記
全
釋
」
臺
北
帝
大
敎
授
文
學
博
士
植
松
安
、
東
京
高
校
敎
授
大
塚
龍
夫
共
著 

(
硏
文
書
院
、
昭
和
十
五
年
三
十
九
版
、
定
價
金
五
圓
五
拾
錢
、
六
四
一
頁
) 

古
書
價
格
參
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
九
年
。
植
松
安
は
明
治
十
八
年
生
れ
、
明
治
四
十
一
年
東
京
帝
大
文
學

部
卒
。
書
物
の
最
上
段
に
は
宣
⾧
、
篤
胤
な
ど
の
說
を
參
考
と
し
た
る
註
解
を
掲
げ
、
第
貳
段
に
は
古
事
記

の
漢
字
の
み
の
原
文
、
第
三
段
に
讀
み
下
し
文
、
第
四
段
に
口
語
譯
を
附
す
。 

 

十
「
近
古
史
談
新
釋
」
島
田
鈞
一
著 

(
有
精
堂
、
昭
和
十
五
年
十
四
版
、
定
價
金
壹
圓
參
拾
錢
、
四
四
二
頁
) 
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古
書
價
格
參
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
九
年
。
二
度
目
の
購
入
な
り
。
冒
頭
は
、
佐
野
の
城
主
天
德
寺
了
伯
が

琵
琶
法
師
に
平
家
物
語
を
歌
は
せ
嗚
咽
し
た
る
話
。
編
者
の
大
槻
磐
溪
曰
く
、
活
眼
を
以
て
活
書
を
讀
む
と

の
古
人
の
言
に
か
な
へ
り
と
。 

 

十
一
「
平
家
物
語
略
解
」
御
橋
德
言
著 

(
藝
林
舎
、
昭
和
四
十
八
年
復
刻
版
再
版
、
定
價
八
千
圓
、
本
文
一
〇
二
七
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
御
橋
德
言
(
と
く
げ
ん
)
は
、
明
治
十
年
鶴
岡
市
生
れ
。
初
版
は
昭
和
四
年
。
山
田

孝
雄
先
生
、
序
に
曰
く
、「
余
、
諸
家
の
著
に
序
を
加
ふ
る
が
如
き
事
を
な
す
を
好
ま
ざ
る
な
り
。
然
る
に

御
橋
君
の
こ
の
著
に
對
し
て
は
そ
の
請
を
斥
く
る
こ
と
能
は
ざ
る
因
緣
あ
り
」、「
明
治
四
十
三
年
の
秋
頃
、

同
君
が
佛
敎
の
み
な
ら
ず
國
典
に
も
一
隻
眼
を
具
す
る
士
た
る
を
認
め
た
る
を
以
て
、
余
は
同
君
に
勸
む

る
に
平
家
物
語
の
註
釋
を
も
の
せ
ら
れ
む
こ
と
を
以
て
し
た
り
」
と
。 

 

十
二
「
三
國
志
の
人
間
學
」
城
野
宏
著 

(
竹
井
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
四
刷
、
定
價
千
三
百
圓
、
二
七
二
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
五
十
九
年
。
城
野
宏
は
一
九
一
三
年
生
れ
、
一
九
八
五
年
歿
。
東
大
法

學
部
卒
、
野
村
合
名
會
社
入
社
。
直
ち
に
徴
兵
さ
れ
、
陸
軍
中
尉
、
第
一
軍
參
謀
部
。
山
西
省
政
府
顧
問
補

佐
官
と
な
り
、
日
本
敗
戦
後
も
山
西
獨
立
を
揭
げ
、
毛
澤
東
率
ゐ
る
中
國
人
民
解
放
軍
と
戦
ふ
。
一
九
四
九

年
捕
虜
と
な
り
禁
錮
十
八
年
の
刑
を
受
く
。
一
九
六
四
年
解
放
さ
れ
歸
國
。
獄
中
に
て
中
國
人
に
三
國
志
の

講
義
を
し
た
る
由
。
城
野
氏
曰
く
、「
中
國
に
は
對
抗
馬
を
皆
殺
し
に
し
て
自
分
が
上
に
立
つ
傳
統
あ
り
。

中
國
の
監
獄
は
い
つ
も
大
入
り
滿
員
に
て
、
自
分
の
時
に
は
三
人
く
ら
い
し
か
入
れ
ぬ
部
屋
に
二
十
四
人

も
入
れ
ら
れ
て
居
た
」
と
。
城
野
宏
氏
に
つ
い
て
は
、
昔
役
所
の
中
國
通
の
先
輩
(
奧
方
は
朝
日
新
聞
の
松

井
や
よ
り
女
史
)
よ
り
何
度
も
噂
を
耳
に
し
た
る
と
こ
ろ
也
。 

 

十
三
「
江
戸
學
の
す
す
め 

貝
原
益
軒
の
慎
思
錄
を
讀
む
」
久
須
本
文
雄
著 

(
佼
成
出
版
社
、
平
成
四
年
刊
、
定
價
千
七
百
圓
、
二
九
七
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
久
須
本
文
雄
(
ぶ
ん
ゆ
う
)
は
、
明
治
四
十
一
年
三
重
県
の
禪
林
寺
に
生
れ
、
臨
濟

宗
大
學
及
び
九
州
帝
大
哲
學
科
を
卒
業
。
貝
原
益
軒
曰
く
、「
書
を
看
る
に
多
く
を
貪
る
こ
と
を
要
せ
ず
。

只
須
く
熟
讀
精
思
し
て
道
理
を
體
認
せ
ん
こ
と
を
要
す
べ
し
。」
と
。 

 

十
四
「
江
戸
の
寺
子
屋
入
門 

算
術
を
中
心
と
し
て
」
佐
藤
健
一
編 

(
硏
成
社
、
平
成
八
年
刊
、
定
價
本
體
千
五
百
圓
＋
稅
、
一
五
四
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
副
題
は
、「
寺
子
屋
で
學
ん
で
い
た
こ
と
を
體
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
」。「
八
算
」
と

「
見
一
」
な
ど
、
江
戸
の
寺
子
屋
に
て
敎
へ
た
る
敎
材
の
具
體
例
を
含
む
。 

 

十
五
「
易
經
講
義
」
安
岡
正
篤
著 

(
致
知
出
版
社
、
平
成
二
十
一
年
二
刷
、
定
價
本
體
千
五
百
圓
＋
稅
、
二
〇
五
頁
) 
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古
書
價
格
二
百
圓
也
。
初
版
は
平
成
二
十
年
。
昭
和
三
十
三
年
安
岡
正
篤
氏
六
十
歲
の
折
り
の
關
西
に
て
の

講
座
速
記
錄
な
り
。 

 

十
六
「
易
と
人
生
哲
學
」
安
岡
正
篤
著 

(
致
知
出
版
社
、
平
成
九
年
十
三
刷
、
定
價
本
體
一
四
五
六
圓
＋
稅
、
二
三
六
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
初
版
は
昭
和
六
十
三
年
。
近
鉄
社
⾧
佐
伯
勇
社
⾧
の
需
め
に
応
じ
一
九
七
七
年
よ
り
七

九
年
に
掛
け
て
幹
部
社
員
に
講
義
し
た
る
も
の
の
速
記
錄
な
り
。 

 

十
七
「
安
岡
正
篤
講
話
選
集 

易
と
人
生
哲
學 

易
を
人
生
に
ど
う
活
か
す
か
」
安
岡
正
篤
先
生
講
述
Ｃ
Ｄ

十
枚
組
(
選
集
刊
行
會
) 

中
古
價
格
一
万
四
千
九
百
圓
也
。
平
成
四
年
に
カ
セ
ỿ
ト
に
て
販
売
さ
れ
た
る
も
の
を
Ｃ
Ｄ
化
し
た
る
も

の
な
り
。
元
の
音
源
は
、
昭
和
四
十
七
年
及
び
昭
和
四
十
三
年
の
講
話
、
昭
和
三
十
五
年
ニ
ỿ
ポ
ン
放
送
の

ラ
ジ
オ
講
話
な
り
。 

 

 

十
八
「
令
和
版
全
譯
小
說 

伊
勢
物
語
」
服
部
眞
澄
著 

(
講
談
社
、
令
和
二
年
刊
、
定
價
本
體
二
千
圓
＋
稅
、
三
〇
二
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
伊
勢
物
語
收
集
家
の
故
芹
澤
新
二
夫
妻
の
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
「
鐵
心
齋
文
庫
」
の
物
語

繪
を
ふ
ん
だ
ん
に
收
錄
し
た
る
所
に
本
書
の
一
大
特
色
あ
り
。 

(
令
和
七
年
二
月
四
日
受
附
) 

 


